






I:nvestigaiion of the N agano回kenSeibu Earth司uake
of Sepiembe:r 14~ 1984， (1) 
一-Analyses on Seismic Intensity 
Kazuaki MASAKI， Kumizi IIDA， Hitoshi T ANIGUCHI， 
Noriyoshi OKAMATSU， Naotsune TAGA'and Yutaka TOGASHI* 
Isoseismal intensity map of the Nagano-ken Seibu Earthquake (lVl=6.8) of September 14 
(1984) was inv巴stigat巴don the data of peak accelerations of strong motion records， proportions 
of ov巴rtumedtomb-stones and distribution of巴arthquakedamages. The maximum intensity was 















































震本3.3km 6.8 東経 137.546度北緯35.828度8時48分1984年 9月14日
3.5 5.1 137.483 35.820 12時49分9月14日
4.2 4.1 137.570 35.827 13時41分9月14日
最大余震4.6 6.4 137.452 35.799 7時14分9月15日
2.8 5.1 137.475 35.817 7時39分9月15日
3.1 4.9 137.487 35.808 9時 5分9月15日
2.9 4.0 137.455 35.810 10時38分9月15日
1.6 4.6 137.569 35.833 12時22分9月17日
第2余震0.1 5.4 137.609 
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口 o M= 3.口
ロ 0 門= 2.0 











本震および余震の震源分布(溝上， 1985) 図 1
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端に当り，本震断層と共役な左ずれ断層が生じたものと
推定される。余震の数はその後減dしたが， 10月3日午



































~I of NAGANO EARTHQUAKE 





登録番号 地名 設置場所 震央距離 最大加速度 (gal) 地型震式υ (凶) NS EW UD (~/O 
A C 008 蒲!lI)市 大塚変電所 111 21 28 5 B 2 
A C 010 安城市 安上成変電所 103 33 23 8 B 2 
A C 012 西春日井1iI， 新枇杷島変電所 88 28 46 6 B 2 
A C 023 半田市 衣 j市 港 113 28 40 13 B 2 
C B 008 f茸斐郎 償山タム 98 10 10 8 B 2 
!! !! ノ/ 30 微 10 Q 
!! !! !! 9 9 9 勝鳥
C B 014 敦賀市 敦 賀 港 l32 25 19 6 B 2 
C B 035 清水市 i吉水変電所 123 29 55 5 B 2 
C B 043 上伊那郡 [!9徳大橋 47 15 28 13 B 2 
KK 021 神 l埼R/j 五個荘変電所 140 46 38 13 B2 
KK 026 四日市 四日市港 122 28 14 6 B 2 
土木研究所 東加茂郡 矢作タム 62 8 8 。 勝局
土木研究所 下伊那itI) 小渋 ダム 46 45 38 28 勝島
土木研究所 上伊那 il; 美和ダム 51 34 13 15 勝烏





















































W)， 240gal (S 60W)， 187gal (上下〕である。またj走
者(震央距離0.38km，深さO.lkm)の最大加速度は562
gal (N30W)， 504gal (S 60W)， 586gal (上下〕である。





















1934 SEP.17， 12h22m (M=4.6) 
R門5=28，15638
560' W 内 1 t1円X"240.2340 
哨川州市刷J州脚仇ん州州L吋州骨附附叫桝州}州t仰榊w州イ仇存州
ハ R'門悶i筒50:2お3.09叩02却O 
N3 口。刊w U ιι N 白削X=!77.7342
仰州与叫n仏 i 川Mrv哨件ト阿ぜ刊川戸 W附:~川~恥何M叫叫叫叩叩'{'i印附削fロ刊同、市叫仇4山i仲φ州内向州州l仲附作耐「附州叫 州州令吋刊州A 十叫すInl~'吋川州1叫川伸州仙川I仲州、叫制作州附刈市川州
RMS"， 25.857 J 7 
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1984年長野県西部地震の震度と震害調査 I 189 
図6 市町村別にみた被害額の分布(1.被害額10億円以






































ランク 斜面 道路 空石積 '* ・ 屋 家具等(震度)
4 小落石 小落石 小破損 はめ殺家しガ1ラJス破破損損 ! 棚の上の物落下|
老朽屋の-imlilUIl.'
5 1~10mの 路肩に 大破損 壁にキレツ，落瓦等 転倒，破損
崩 壊 キレツ の一部破損











































































図8 墓石調査に基づいて推定された最大加速度， ( )内の数字は転倒率を示す。
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表 6 墓石調査結果
町村名 字名。寺名。墓地名 調査個数 転倒個数 推定加速度(g) 転倒率(幼 備 考 文献(整理番号)
王滝村滝越1 35 35 >0.40 100 A) 
1/ /ノ 2 21 21 >0.40 100 A) 
11 11 3 50 48 0.35~0.40 96 観音堂 A) 
ノY 鈴ヶ沢蔦生1 >0.37 A) 
11 11 2 7 7 >0.40 100 A) 
11 ノy 3 10 10 >0.37 100 A) 
11 鈴ヶ沢西 >0.35 高平地 B) 
11 鈴ヶ沢東 >0.38 緩斜面 A) 
11 鈴ヶ沢中越橋 1 1 >0.37 記念碑 A) 
11 11 やまめ荘 3 3 >0.40 A) 
ノ 野口北 0.40 A) 
11 11 0.38 盛士 B) 
ノ/ 野口南 0.33 山腹斜面 B) 
11 野口 0.40 C) 
11 聖子口 0.39 D) 
ノ 野口 1 >0.33 78 E)-1 
11 11 2 >0.40 86 E)-2 
ノ 11 3 >0.40 80 E)-3 
ノ/ 11 4 0.40 93 E)-4 
11 池の越 >0.33 平地 B) 
11 大又 9 9 >0.40 100 A) 
11 鳳泉寺 100 96 >0.40 96 時計回り A)-B 
11 鳳泉寺 0.40 D) 
11 鳳泉寺 50 47 94 E)-9 
11 上島北 >0.40 鳳泉寺つ B) 
11 ノ/ 7 3 >0.40 鳳泉寺つ C) 
11 と島墓地 50 50 >0.40 100 A)-A 
11 上島北東 >0目35 森本宅神社 B) 
11 11 0.40 C) 
11 上島 0.40 D) 
11 旭旅館前 6 4 0.41 C) 
11 上島神社 >0.35 B)-4 
11 上島神社 >0.30 忠魂碑 A)-C 
11 中越溝口川入口 3 2 >0.30 A)-D 
11 グ 溝口川橋 1 >0.38 善助之墓 A)-E 
11 中越 1 2 2 >0.38 100 E)-5 
11 11 2 12 12 。司44 100 E)-6 
11 11 3 8 8 0.37 100 E)-7 
ノ/ ノY 4 22 22 0.35 100 E)-8 
11 九蔵 >0.38 A)-F 
192 正木和明・飯田汲事・谷口仁士・岡松徳芳・多賀直値・富樫豊
町村名 字名・寺名・墓地名 調査f回数 転倒個数 推定加速度(g) 転倒率(幼 備 考 文献(整理番号〕
王滝村崩越 5 4 0.41 80 E)一10
1 崩越 >0.33 B) 
1 崩越 1 l >0.41 A)-G 
1 牧尾ダム >0.28 記念碑 A)-N 
1 二子持 6 6 >0.40 100 A)-H 
1 二子持 0.28 B) 
三岳村大島 0.28 B)-13 
1 大島 >0.32 A) 
υ 三ツ屋 <0.23 B)-14 
1 下殿 14 10 0.36 80 C) 
1 梅山 0.28 B)-15 
1 羽入 0.28 B)-16 
1 屋敷野 0.28 B)-17 
1 白川 0.30 B)-18 
1 井原 0.30 B)-21 
11 野中 0.28 B)-20 
υ 永井野 0.20 B)ー 19
1 桑原 。目30 A)-1 
1 桑原 0.20> B)-22 
1 黒田 5 5 >0目15> 石碑 A)-J 
1 日向 0.20> B)-3 
1 日向 10 1 0.25 10 A)-M 
福島町川合 14 。 <0.26 。 A)-K 
1 川合 <0.20 B)-2 
11 神戸 。 <0.20 。 A)ー L
木祖村吉田 8 2 0.29~0.35 C) 
1 薮原 2 1 0.22~0.26 C) 
1 平沢 2 。 <0.23 C) 
塩尻市本山 l 。 <0.13 C) 
1 床尾 3 。 <0.19 C) 
上松町台 4 4 100 F)ー 1
1 留 10 F)-2 
1 上松王林寺 40 1 3 F)-3 
1 倉本 112 。 。 F)-4 
大桑村須原定勝寺 250 。 <0.14 。 F)-5 
1 野尻妙覚寺 250 20 0.21~0.39 8 F)-6 
南木曽町三留野等覚寺 100 1 <0.24 1 F)ー 7
中津川市下落合西山 700 10 l F)-8 
11 1 F)-9 
A.村松，上村 B. 国井，荏本 C.建研 D.多賀他 E.北浦他 F.正木他








実，Pacoimaダム(1971， M = 6.6， 1， 150gal)， Karakyr 
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2 )溝上 恵，科研費 11984年長野県西部地震の地震お
よび震害に関する総合調査」分担者会議資料， 1985 
3 )強震観測事業推進連絡会議，強震速報 No.28，1984 
4 )村松郁栄;2)に同じ
5 )東京消紡庁
6 )村松郁栄，私信
7)国井隆弘，私信
8 )建築研究所，私信
9 )北浦勝，私信
10)伊藤潔，飯尾能久，黒磯章夫，梅田康弘，村松郁
栄;2)に同じ
(受理昭和60年 1月30日)
追記 その後，気象庁により 9月15日7時14分の最大余
震のMは6.2，10月3日9時12分の第2余震のMは5.3に
修正された。
